



















さらに進展させるために、6 月 5 日に SAL 大学との間
　ごあいさつ
　インダス・プロジェクトも、この 4 月で本研究（FR）
































2009 年 6 月 30 日発行
シャー・アブドゥル・ラティーフ大学との MoU 締結
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3000 ～ 2682 年頃）と呼称され、官僚組織をはじめと
する国家体制の萌芽期であった。それに続く「古王国時




「第１中間期」（前 2191 ～ 2025 年頃）には、中央集
権体制が崩壊し、エジプト各地を地方領主たちが分断支
で MoU（研究協力に関する覚書）を締結いたしました。
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写真 7　エジプト新王国時代ラメセス 2 世の巨像 写真 6　エジプト古王国時代の墓室壁画
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写真 8　ミセス・ファルマーナー 写真 9　エジプト古王国時代の石造墓
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　2008 年 9 月 10 日から 10 月 10 日までの 1 ヶ月と、
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　までPandralli村でEWを生産：「播種時期に雨が必要、
　後は放って置く」天水による栽培








　Store：EW の nuccu（ザラメ状に砕いた穀）の 1　
　kg 袋詰めを実見：マカロニ小麦とそれを原料とす　
　shaavige（極細スパゲティ）が目立つ。穀物商街で
　は 2 店のみが EW を販売、「グジャラート州産」と
10/1：タミルナード州セーラム県 Senkaud（シュヴェ
　ロイ山塊西部）：現金収入に繋がらない samba  　　
　goodi（EW）の作付を 10 年程前から減らしコーヒー
　農園での労働へ：「poMgalu は EW の収穫祭だ」と
10/3：セーラム県 Vellimalai（カルライン丘陵）：村の




　穂を実見：5 年程前までは多くの家が EW を作り、「小
　麦料理のすべてに EW を使っていた」と
　2007 年 9 月 30 日に、ニルギリ山中のチンナクンヌー
ル村で EW の小穂を見せてくれた baDaga 族の人々は、
イスラム勢力からの迫害を逃れ、北のマイソール地方か
ら移住して来た人々の末裔と言われています（ニュー








写真 1　タバコの葉を運ぶの農民、マイソール県フンスール近郊 写真 3　EW の uppiTTu（粗挽き固粥）、マイソール県 H.D. コーテ
写真 4　神棚に稲の「穂掛け」、コダグ県クシャールナガル写真 2　beTTada nallikaayi（山スグリ）の蜂蜜漬け、マイソー
　　  　 ル県 H.D. コーテ
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写真 5　タケノコの塩漬け、写真はウッタル・カンナダ県ダルマ 
　　  　 スタラ近郊でのもの
写真 6　maMjeNabe と呼ばれる白いキノコ、コダグ県アーネ  
　　　　チャウクール
写真 7　キノコ、マイソール県 H.D. コーテの定期市（06 年）
写真 8　米俵、ダクシナ・カンナダ県ダルマスタラ近郊（08 年）
写真 9　米俵、ウッタル・カンナダ県 goMDa 族の村バトゥカ
　　　　ル （01 年）
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　その uppiTTu は、パン小麦の rava（粗挽き粉）を
使ったモチモチタイプのものとは、味も食感も異なり別
の料理のようにさえ思われました（写真 3）。使ってい












































写真 10　「グジャラート産」とされる EW のヌッチュ（ザラメ） 写真 11　EW の小穂、トゥンクール県 I.D. ハッリ
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た EW（年間降水量 600 ～ 800㎜）に対して比較的好
適な降水の地域よりも、乾燥するデカン高原中央部によ
り近い中部カルナータカ東半（チットゥラドゥルガ、バッ















た（写真 10）。想定していた北部カルナータカ EW ベ
ルトを遥かに越え、主要栽培地域の問題は、一気に北イ
ンドと西インドに拡散してしまいました。
















































































　この日 EW の小穂を見せてくれた 2 人は、アンドゥ
ラ地方に典型的に見られる支配的カースト reDDi でし
た。 I.D. ハッリはカルナータカにあって、reDDi カー
ストが支配的な村です。この事は栽培分布に関して、ア
ンドゥラ・プラデシュ州がその対象に入り得ることを示
唆しているかも知れません。J.Percival の The Wheat 
Plant(1921) では、旧ハイデラバード州は EW 栽培地
域には入っていないようです。しかし 2007 年の調査
で、タミルナードのダルマプリ市（バンガロールの南
東約 100㎞）のスーパーで見つけた EW の rava の袋詰
めに対し、店員は「アンドゥラ産だ」と返答しました。















図１　07-09 年の調査で把握した EW の栽培分布
写真 12　EW の青い穂とサンプル、トゥンクール県 I.D. ハッリ
写真 13　EW の paayasa（ミルク粥）、バンガロールで友人の
　　　　  奥さんが再現
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　 での EW に関連する実見例
1/26：トゥンクール県 I.D.Halli：buDDa goodhamulu
　（EW）の小さな畑 2 箇所を実見（写真 12）：既に青
　い穂を出しており、半月後に収穫予定
1/27：トゥンクール県 Cikkayalkur（ I.D.Halli の南 5
　㎞）：エンマー畑を実見：5 年ほど前まで、総ての家
　が EW を栽培、現在は 1 軒だけ
1/27：トゥンクール県 I.D.Halli：EW の capaati と儀
　礼食 sajjige の調理工程を実見・実食
1/28：トゥンクール県 CikkadaLLavaTa（I.D.Halli の
　西へ 10km）：青い穂を出した EW 畑（芥子と昆作）
　を実見：女神 cauDeeshvari に捧げ始食する　　　
　neyikaara（職布工）






　Hindupur（I.D.Halli のほぼ東 20㎞）の穀物商 Shree 
　Geetha Store：EW の穀粒と rava（粗挽き粉） を実
　見・購入：穀粒 Rs.40/kg、rava Rs.60/kg、EW　
　はパン小麦の 2 倍近くの値段、穀物商数軒で「jave 
　goodi」でマカロニ小麦を指示する傾向
2/1：アンドゥラ・プラデシュ州アナンタプール県　　
　Kalyanadurga 近 郊：「jave goodi と 雑 穀 korule　















写真 14　女性達による EW の収穫風景、チットゥラドゥルガ県
　　　　  ウェンカタプール
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2/6：バッラーリ県 Kotturu：EW の doose（未発酵の
　クレープ）と shaavige などの調理工程を実見、　
　doose 実食（写真 15）：アンドゥラの Hindupur で
　購入した EW を使用、EW の hiTTu（全粒粉）→　　
　doose（ペーストは時間をおけば発酵）、EW の　　
　maidaa（精白粉）＋胚芽→ shaavige
2/6：バッラーリ県 Kotturu：EW 収穫時 5 人の既婚女
　性を歓待（ビジャプール県）、2/13 にビジャプール
　県 Donuru 村でモロコシ脱穀の際に同儀礼を実見：







2/8：バッラーリ県 Kencatanahalli：道端の EW 畑を















3/7：バッラーリ県 Ballari 市の穀物商 kaalva  　　　
　accayyana aMgaDi：「jave goodi」と注文し「食べ
写真 17　「ジャヴェ・ゴーディ」の注文で出された大麦とそれ   
　　　に混入していた EW、バッラーリ県バッラーリ市
写真 18　デカン高原に分布するヴァーティソルという黒土、ビ
　     　　ジャプール県ドーヌール　
写真 19　EW の capaati と儀礼食 sajjige（ギーと粗糖を使っ
　　　　  た玉菓子）、トゥンクール県 I.D. ハッリ
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　小穂（写真 17）→大麦と EW の混作？、「jave 　　
　goodi」という言葉で地域によって EW、大麦、マカ
　ロニ小麦を指示？









　EW の生産量の減少について、友人の K. スリニワ
サ・レッディは「昔と比べ雨が少ないため、buDDa 
写真 20　穀象虫に塗れた EW の穀粒と小穂、アナンタプール県
　　　　  ヒンドゥープール




































つからず、あきらめ掛けた最後の一店 Shree Geetha 


























































300 ～ 400mm に過ぎない年間降雨量はモンスーン期







































































































【ハラッパー文化：前 2600 年頃～前 1700 年頃】




























文化前期（RGP IIA 期、IIB 期）、ハラッパー文化後期（IIB
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Kathiawar' Studies in History  6(2): 139-161.
・Varma,S. (1991) 'Villages Abandoned: The Case for Mobile 




































































・Herman,C.F. (1997) '’Harappan’ Gujarat: The Archaeology-
Chronology Connection' Paleorient  22(2): 77-112. 
・Possehl,G.L. and C.F.Herman (1990) 'The Sorath 
Harappan: A New Regional Manifestation of the Indus 
Urban Phase' In M.Taddei (ed.) South Asian Archaeology 
1987 , Rome, IsMEO. pp.295-319.
・Possehl,G.L. and D.P.Mehta (1994) 'Excavations at Rojdi 
1992-93' In A.Parpola and P.Koskikallio (eds.) South Asian 
Archaeology 1993 . Helsinki, Suomalainen Tiedeakatemia. 
pp.603-613.
・Sonawane,V.H. and P.Ajithprasad (1994) 'Harappa Culture 
and Gujarat' Man and Environment  19(1-2): 129-139.
・Varma,S. (1990) 'Changing Settlement Patterns in 
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　インダスプロジェクト考古学 GIS 班は，2009 年 2





























































・Jenkins, P.C. (1994) ‘Continuity and Change in the 
Ceramic Sequence at Harappa’, in A. Parpola and 
P. Koskikallio (eds.) South Asian Archaeology 1993 . 
Suomalainen Tiedeakatemia, Helsinki. pp.315-328.
・Sharma, Y.D. (1982) ‘Harappan Complex on the Sutlej 
(India)’, in G.L. Possehl (ed.) Harappan Civilization: A Recent 
Perspective . Oxford & IBH、New Delhi. pp.141-165. 
・Quivron, G. (2000) 'The Evolution on the Mature Indus 
Pottery Style in the Light of the Excavations at Nausharo, 
Pakistan' East and West  50(1-4): 147-190.
・上杉彰紀・小茄子川歩（2008）「インダス文明社会の成立と展
開に関する一考察−彩文土器の編年を手掛りとして−」『西アジア
考古学』第 9 号、101-118 頁．
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図１　ファルマーナー遺跡：墓のプラン図（左）と写真測量（右）
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　インダス・プロジェクト発掘調査報告会 2009
　5 月 29 日にインダス・プロジェクト発掘調査報告会





































































　5 月 30・31 日にハーヴァード大学と地球研長田プロ
ジェクト、佐藤プロジェクトとの共催で「第 13 回ハー
ヴァード大学ラウンドテーブル　南アジアと中央アジ
アにおける民族集団の形成（Ethnogenesis of South 
and Central Asia (ESCA)）」が開催された。農耕の拡
散や家畜化、考古学、言語学、遺伝学といった様々な視











































より一層の連携が求められています。        （遠藤　仁）
インダス・プロジェクト　ニュースレター
第５号
            　プロジェクトリーダー　長田　俊樹
            　編集・発行　インダス・プロジェクト
            　発行日　2009 年 6 月 30 日
         〒 603-8047　京都府京都市北区上賀茂本山 457-4
         大学共同利用機関法人　人間文化研究機構
         総合地球環境学研究所















・D. ポッツ（シドニー大学）：前 3 千年紀後半の 4 つの
世界ーウル・シマシュキ・メルッハ・マガン
・A. パルポラ（ヘルシンキ大学）：ハラッパー文化、ド
ラヴィダ語およびインド・イラン語における野生アジア
ロバ
4. インドにおけるコムギの多様性と言語多様性ー DNA
と言語の多様な世界
・佐藤洋一郎（総合地球環境学研究所）：趣旨説明
・笹沼恒男（山形大学）：アフガニスタンの在来コムギ
の遺伝的多様性とその栽培の将来性
・嚴新富（台湾自然科学博物館）：台湾の魯凱族が営む
農業の生物多様性の伝統的管理
・M. ヴィッツェル（ハーバード大学）：ヒンドゥークシュ
山脈とパミール高原における言語多様地域ー栽培植物の
語彙
　発表者を含め 50 名ほどの会であった。なお、この会
の内容はハーヴァード大学から出版されるとのことであ
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（遠藤　仁）
